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１．はじめに 

2004 年に無人化された現在の富士山測候所は、2007 年より「NPO 法人富士山測候所を活用する会」

が気象庁から夏季期間を借り受け、運営を行っている。特定の人員４名が三週間ごとに交代を繰り返しな

がら年間を通して維持運営を行ってきた 2004年までの気象庁による有人観測期間と比較して、現在の測

候所は三週間ごとに交代する常駐者３名（山頂班）と、それぞれの観測に応じて山頂へ上がってくる研究

者０〜１２名が夏季の二ヶ月間のみ滞在する施設へと変化した。夏季期間の登山者数が３０万人近い富

士山ではあるが、富士山測候所は安全上の理由から関係者以外の立ち入りを制限しており、また測候所

関係者自身も安全上、また一般登山者からの誤解を受けぬよう必要以上の外出を自粛しているのが現状

である。すなわち富士山測候所の居住環境は、特殊な半閉鎖居住環境であるといえる。研究初年度であ

る今夏は富士山測候所に約３週間滞在し、現在の富士山測候所の居住環境がどのようなものであるかを

明らかにするためのフィージビリティスタディを行った。 

 

２．方法 

富士山測候所にＡ期間：８月６日〜１６日（１０日は７合目救護所に滞在）およびＢ期間：１８日〜２７日に

滞在し、主に自身を被験者としてＡ期間においては、食事摂取量、水分摂取量、排泄量の調査、アミラー

ゼ酵素分析によるストレス量変化、WinSCAT*による認知能力評価、定点カメラによる行動観察を行った。

Ｂ期間においては、Ａ期間で行った調査に加え活動量調査を行った。 

* WinSCAT (Spaceflight Cognitive Assessment Tool for Windows): 米Wyle Laboratoriesが開発した宇宙飛行士

支援ツール。作業を要求されることによるストレスが仕事の能率に与える影響を評価する際に役立つ。 

 

３．結果と考察 

富士山測候所の居住環境を評価するために様々なツールを用いてフィージビリティスタディを行い、そ

れぞれの評価方法の有効性を検証した。評価方法自体には一定の有効性が確認することができたが、

今後は N 値（被験者数）を増やしての検証が必要である。本年度は著者自身が被験者となって検証を行

ったが、来年度以降は可能であれば他の研究者や山頂班のメンバーにも被験者としての協力をお願い

できればと考えている。 
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